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１．研究計画の概要 

（1）1996年に科学研究費によって、九州山地

の過疎山村、大分県中津江村の調査研究を行

なった。その成果は書籍や論文となって公刊

されているが、10年後の中津江村を追跡調査

しようと思う。この10年は平成の大合併を含

み、過疎山村を調査研究するには、非常に重

要な時期である。 

 

（2）加えて合併を別にしても、近年、過疎地

域は非常に大きな変動期にある。この中でも

っとも大きな変化は、過疎地域から子どもが

いなくなり、集落が滅びようとしていること

である。このような「少子型過疎」は、1990

年ごろから顕著に現れるようになったが、そ

の動きは加速化しており、過疎山村に深刻な

事態をもたらしている。その実態を見極める

のが、今回調査の課題である。 
 

２．研究の進捗状況 

（1）19、20 年度までで、調査対象地（大分

県中津江村）の基本的情報の収集、および、 

調査票による地域住民調査が一応は終わった

ので、平成 21 年度は調査データ分析を進め

て、さらに追加の聞き取り調査を付加した。 

 

（2）さらに、20 年度までにて単純集計は、

完了しているので、それを元にいくつかの統

計分析を加えて、21 年度には、生活構造・生

活意識の基本的分析を試みた。 

 

（3）前回1996年調査との比較を分析の一つ

の重要な焦点に据えているが、比較分析のた

めの準備（前回調査の集計を行うためのデー

タの準備、それによる基本集計表の作成など

）もほぼ終了した。 

 

（4）中津江村に加えて、適切な調査地域をも

う一つ追加出来れば好ましいと思っていたが

、中国山地（＝広島県や山口県）での山村調

査（調査票をつかったデータ蒐集や聞き取り

調査）も21年度にて大枠は終了し、データセ

ットをほぼ利用できるところまで作業が進ん

でいる。 

 

（5）さらに計量社会学的分析、山村集落の事

例調査も蓄積しつつあるが、研究成果は、一

部、学会で報告した。21 年度までにて、定住

問題などに関して、いくつかの論文も発表す

ることができた。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している 

 

４．今後の研究の推進方策 
（1）三つの社会調査（＝二つの中津江村調査、
中国山地での山村調査）のデータセットはほ
ぼ完成したので、SPSS などの統計パッケージ
を利用して、計量分析を行う。それにともな
って、補充的な地域調査が必要となる場合も
あろう。 
 
（2）22 年度は最終年度であるので、総括的
な分析をめざすが、人口Uターン、定住経歴、
家族構造など 21 年度までに分析できなかっ
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た重要問題もある。これらの未着手の問題も
分析を行い、総括的分析に向かう。 

 

（3）特に、二時点での中津江村調査のデータ
は貴重なものと思う。生活構造の各局面での
比較分析を行う予定である。加えて、中津江
村調査と中国山地山村調査の比較分析も重要
な課題となる。 

 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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